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 毎年 4 月 23 日は「子ども読書の日」、そして 4 月 23 日～5 月 12 日は 

「こどもの読書週間」となっています。 

 市原市立中央図書館では、その期間にあわせ子ども向けイベントを開催 

します。 

※詳しくは、ポスター等をご覧ください。  

 

 

本だいす木～ 児童室入り口 

http://1.bp.blogspot.com/-PnSwFhqtvQQ/UYDRpeYDzMI/AAAAAAAAQ8I/YS5Upqgd51A/s600/kashiwamochi.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 3 月 8 日（火）から 3 月 13 日

（日）にかけて、中央図書館では、来館され

た方を対象に利用者アンケートを実施しま

した。 

6 日間で合わせて 473 名の方々にご回答い

ただきました。 

この結果を参考に、図書館サービスや館内

環境の向上に努めてまいります。 

また、集計結果については、後日中央図書

館のホームページで公開する予定です。 

ご協力ありがとうございました。 

去る平成 28 年 2 月 10 日（水）、市原市市民会館小

ホールにて「文学講座・特別講演会」を開催しました。 

 講師には、早稲田大学ファイナンス総合研究所顧

問・一橋大学名誉教授・経済学者としてご活躍されて

いる野口悠紀雄氏をお招きし、「世界経済・日本経済

の展望」をテーマに、最新の経済の動向について講演

していただきました。 

 講演会は 293 名という多くの方々にご来場いただ

き、盛況のうちに終了しました。 

 また、ご来場された方々には、講演時の資料を配布

して、講演内容をよりわかりやすく説明できるよう工

夫されました。 

 講演後のアンケートには、「経済について今後も関

心を持ちたい」「難しい内容と思ったが、わかりやす

い説明で理解できた」等々、ご好評の声を多数いただ

きました。 

 

ご存知ですか？ 

図書館のホームページにアクセスすると使える便利なサービスがあります。 
もう利用されている方も多いと思いますが、まだお使いでない方はぜひ使ってみてください。 

「文学講座・特別講演会」を開催しました ありがとうございました!! 

図書館の休館（室）日が確認できます 

本や CD などの検索ができます 

マイ本棚・新着資料お知らせサービスの

登録はこちら 

はじめて登録される方、パスワードを忘

れてしまった方は、中央図書館または各公

民館等の図書室で申込用紙をご記入の上、

カウンターでお申込みください。 

変更はホームページ上から可能です。 

 

ホームページから利用できるサービスは 
こちら！ 
（☆印のついたものはパスワードの登録が必
要となります） 
 

■図書館が所蔵している資料の検索 

■図書館の休館（室）カレンダー 

■イベント情報 

☆所蔵している資料の予約 

☆自分の貸出状況・予約状況の確認 

☆資料の延長 

☆マイ本棚（登録すると、読みたい本、読み終わ

った本を登録できます。あなただけの読書記録が

つくれます） 

☆新着資料お知らせサービス 

 

市原市立中央図書館 ホームページ 

http://www.library.ichihara.chiba.jp/ 



たまの寝言 
           

第 28 回直木賞受賞作家 
      ～君の遺言はペンの 2 文字だった～ 

  
ごぞんじですか？立野信之さんのこと･･････ 

立野信之は、1903 年 10 月に旧市原郡五井町（現：市原市）に、生まれました。 

二・二六事件を題材としたノンフィクション小説『叛乱』で、1953 年に第 28 回直木賞を受

賞しています。しかし、立野の作家人生は、大きな曲がり角から始まります。 

文学青年だった立野は、1922 年に「営利雑誌で、同時に無産派の新興文学に寄与する」とし

て『新興文学』（編集・発行伊藤忞
つとむ

）の創刊を実現します。立野、19 歳の時のことです。この

雑誌は、翌年には廃刊となりますが、懸賞小説に小林多喜二が当選するなど、初期のプロレタリ

ア文学運動にひとつの足跡を残しています。 

20 歳の時には五井町役場に勤めましたが、２年後には連隊に入営、軍隊生活を送ります。軍

隊経験をもとに描かれたのが、雑誌『前衛』の「標的になった彼奴」です。『戦旗』創刊号の「赤

い空」とともに、文壇へのデビュー作となりました。当時の立野は、「主として軍隊と農村に取

材した作品を書いて行こう」（「青春物語」河出書房新社 1962）と考えていました。「赤い空」

は、いわゆる農村もので、立野の郷里である五井町周辺の描写が伺えます。その後 1930 年に井

伏鱒二や林芙美子と共に、十一篇の短編が収録された『情報』が改造社の新鋭文学叢書から刊行

されるなど、その才能が認められますが、やがて弾圧の時代に入り、小林多喜二らとともに起訴

され、七ヶ月の入獄生活を送ります。続く軍国主義時代には、『中央公論』に「友情」「空白」と

いう転向と苦悩の作品が発表されます。当時の心情を、「帰郷有感」（『日本評論』1941）には、

「全く悄然と（郷里へ）帰ったという感じである」と述べています。 

そして戦後、『いのちの構図』（実業之日本社）、『太陽はまた昇る 公爵近衛文麿』（六興出版

社）などを経て、1952 年に『叛乱』を発表し直木賞を受賞したのでした。 

立野信之は、1971 年 10 月、68 歳の若さでこの世を去ります。葬儀では親交のあった川端康

成が友人代表として「君の遺言はペンの２文字だった。」と送辞を述べました。 

    （記 たま）  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと市原に輝く人物コーナー第５弾「立野信之」展 
 
 昨年７月に開設された、ふるさと市原に輝く人物コーナー第５弾は、 
作家・立野信之さんを取り上げます。 
 直筆原稿をはじめ、図書では、直木賞受賞作品『叛乱』や「標的に 
なった彼奴」など初期の短編が収載されている『軍隊病』等を展示し 
ます。 
 また、『週刊朝日』で今でも続く「週刊図書館」（書評欄）が“開館” 
した号には、『公爵近衛文麿』が取り上げられています。この『週刊 
朝日』昭和２６年２月４日号も展示します。 

 

○展示期間 4 月１日（金）~5 月 29 日（日） 
○主な展示資料 
図書『叛乱』・『軍隊病』・『流れ』・『青春物語』・『情報』等 
雑誌『週刊朝日』昭和 26 年 2 月 4 日号、 

『市民グラフいちはら iStyle』104 号等 
直筆原稿「靖國神社は生きている」 
 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

～児 童 室 編～ 

  
≪中央図書館利用案内≫         
 

児童室には、児童図書を中心に絵本や
紙芝居などがあります。  
 また、おはなし会や読み聞かせフロア
ワークなども実施しています。  

 

 

★開館時間 午前 9 時 30 分～午後 5 時     
※水・金曜日は一般開架室のみ午後 7 時まで 
ただし、祝日の場合は除く 
※児童室・視聴覚コーナーは全日午後 5 時まで 
★貸出冊数・貸出期間 
図書・雑誌 10 冊まで 
視聴覚資料 2 点までいずれも 2 週間 

★休館日 毎週月曜日 
毎月平日最終日（月末図書整理日） 
特別整理期間（蔵書点検等） 
年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 
★初めてカードを作るには 
住所氏名の確認できるもの（運転免許
証等）をお持ちください。      

読み聞かせフロアワーク 
 毎月第２・第４水曜日の午後２時～４時ま

で、児童室に読書ボランティアの方がいま

す。 

読んでほしい絵本や紙芝居があったら、お

気軽に声をかけてください。ボランティアさ

んに読んでもらえます。 

 

布の絵本コーナー 
１９点所蔵している布の絵本を、

毎月３点ずつ入れ替えて展示して

います。 

手でさわって、はずす・はめる・

ほどく・むすぶなどの手指の動作を

学びながら、親子のコミュニケーシ

ョンツールとして楽しんでくださ

い。布の絵本の貸出はしていません

児童室の中でご利用ください。 

 

読書手帳 
 小学生を対象に、自分の読んだ本を

記録する手帳として、読書手帳をお配

りしています。読んだ本のタイトルや

感想などを記入する欄があり、手帳１

冊で５０冊まで記入できます。ご希望

の方は、児童室カウンターまでお問合

せください。 

 

子育て支援コーナー 
 子育てに関する悩みは様々です。健康に関す

ることや、食事、遊びや絵本選びなどなど・・・。 

そんな子育てに関する日々の悩みを解決するた

めの資料を、児童室特設コーナーに集め、本に

よる子育て支援を行っています。コーナーは年

３回（２月、６月、９月）開設します。 

子育て中のお父さんお母さんはもちろん、ご

家族、子育て支援に関わる皆さんのご利用をお

待ちしています。 

 


